
議会報告会 実施報告 

 

　開催日　令和５年１０月２０日（金） 午後７時３０分～午後８時５０分 

　会　場　いなべ市役所 議会棟 

　参加者　市民１６人、議員１６人 

　内　容　①議会報告（令和５年第３回定例会、所管事務調査など） 

　　　　　②意見交換　ア ごみ 

　　　　　　　　　　　イ 観光・誘客 

　　　　　　　　　　　ウ 獣害対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①議会報告（19：30～20：15） 

 

 報告内容 (1)令和５年第３回定例会で審議した議案の説明及び議決結果 

(2)令和４年度決算審議における事業評価 

(3)各委員会の所管事務調査

 会場でいた

だいた主な 

質疑・意見

◆令和４年度決算における事業評価 

Ｑ：地域（自治会）で自主防災組織を結成していない理由は。 

Ａ：約 40 ある自主防災組織を結成していない地域（自治会）はこれから結

成に向け動かれる。 

Ｑ：「災害に強いまちづくり」の事業評価が「おおむね適正である」となっ

ている。自主防災組織ができていない中で、適正とした理由は。 

Ａ：「災害に強いまちづくり」の中では、自主防災活動事業以外にも事業が

あり、全体を見て「概ね適正である」と判断した。 

Ｑ：自主防災組織を設立するには、さまざまな条件があって大変難しい。

今回、議会が調査した自主防災組織に関する調査は上辺だけのものであ

る。議会がもっと調査して支援しないといけない。 

Ａ：火災や自然災害に対して自治会の中でやっていただく大事なことは、

住民を守ること。何かの時に、地域で安否確認ができて、助け合えるよ

うに、福祉委員会、自警団などの組織に対して指導をしている。地域に

寄り添って相談に乗るよう、議会からも提言した。 

Ｑ：「森林の適正管理の推進」の中で、『基金本来の目的にふさわしくない

事業が含まれている。目的に沿った活用とすべき。』とあるが、どんな事

業が目的に沿っていなかったのか。 

Ａ：この事業は国からの助成で今年から徐々に行っている。森林の持ち主

の調査から始める段階であり、里山保全に特化した事業に集中して予算

を使っていくように提言した。 

Ｑ：今回、会計年度任用職員に期末手当を支給することが決まったが、保

育士の待遇改善に集中させれば効果が出ると思うが、どうか。 

Ａ：今定例会では、保育士の待遇改善に関してと、会計年度任用職員に対

する 0.6 ヶ月分の期末手当支給に関する議論があった。 

　　事業評価における「保育サービスの充実」では、現在、公立と私立の

保育園が混在する中で、今後は、全園を私立化していく説明を受けた。

その中で保育士の待遇改善についても協議していくとのことだった。 

　　会計年度任用職員への期末手当支給については、新聞報道にあったよ

うに、支給していないのは全国でもいなべ市だけだった。全国平均には

達していないが、今回の条例改正によって、期末手当を支給する間口は

開いた。今後、支給率については議論していくことになると考える。 



②意見交換（20：20～20：40） 

テーマ：ごみ　　グループ構成：市民 ４名、議員 ３名　　　　　　　 

主な意見・質問など 

◆不法投棄 

　夜間の監視カメラの設置はできないか。 

◆分別に関して 

・外国人に向けたごみカレンダーを転居の際に渡すことができていてもフォローがで

きていないのではないか。それが不法投棄につながる。 

◆心配な事 

・あじさいクリーンセンターの老朽化 

◆こんな事あったらいいな 

・ごみ袋がくくりにくい。持ち手つきの袋も欲しい。くくりやすいと良い。 

・新しい焼却施設は熱源を使って発電に活かしては。 

・リサイクルも集めに来てもらえるのが良い 

・ごみ分別のやりやすさで住居地を選ぶ人がいる。（分別しなくていい超高熱施設） 

・食品ロスの活用方法はないかな。 

◆評価できる点 

・ごみカレンダーが見やすい 

・粗大ごみ場の人が優しくなった 

・桑員コンポスト（家庭用）良いなぁと思う。 

◆教えて！ 

・リサイクルごみの行先 

・リユースできるの？引き取りは？ 

・あじさいクリーンセンターの桑名への統合はできる？ 

・監視カメラの必要性は？ 

 

 

 

 
意見交換 

テーマ

ア ごみ 

イ 観光・誘客 

ウ 獣害対策



テーマ：獣害　　グループ構成：市民 ５名、議員 ３名　　　　　　　 

 

主な意見・質問など 

◆獣害で困っていること 

・通学路にサルが出て怖い 

・保育園にもサルがたくさん来ている 

・道路に動物が死んでいることが多い 

・家屋の屋根にサルが多くいる 

◆獣害対策の課題 

・爆竹で追払いをしているが、音が迷惑 

・もっと安心・安全な対策を市で考えていただきたい 

◆獣害対策のアイデア 

・ドローンを活用してはどうか。 

　→ドローンの実証実験は行っており、効果が低かったと聞いている。 

◆取組をもっと工夫しては？ 

・わなの活用　→個人だと半額、団体だと９割の補助があるので活用を 

・檻の設置箇所を増やす 

・柿や栗の木の伐採 

 

 

 

　　　　　　　　　獣と共存していく方法を考えることが大切 

　　　　　　　　　出前講座をもっと周知していく 

 

 



テーマ：獣害　　グループ構成：市民 ２名、議員 ３名　　　　　　　 

 

主な意見・質問など 

　これまで取り組んできた対策を中心に意見交換を行った。 

◆イノシシの対策をしていたが、豚コレラでイノシシが少なくなり、シカとサルが 

　増えてきた。 

◆対策として効果があったのは追払い。 

　→追払いは、隠れた場所まで追いかけ、山へ帰るまで追払う。 

　→はぐれ猿が厄介で、逃げていかない。 

 

 

 

 

テーマ：観光　　グループ構成：市民 ３名、議員 ２名　　　　　　　 

 

【期待すること、要望、課題】 

◆阿下喜駅から観光施設への移動手段が欲しい 

　→若い人でも車に乗らない人がいる。 

◆いなべ市の観光施設などを広く知らせる SNS などにもっと工夫がいる。 

◆農業を目指す若い人（高校生）がいる。 

◆観光がいなべ市内で完結できると良い（宿泊施設など） 

◆もっと若い人の力を活かせるような取組があると良い。 

継続して追い払い、猿の居場所をつくらない！

猿を地域から追い出す。



テーマ：観光　　グループ構成：市民 ４名、議員 ２名　　　　　　　 

 

◆現在あるいなべ市の観光地のアピールを 

　・太平洋セメントの山頂（企業に頼んで観光の一つにする） 

　・いなべ市にはオリジナル特産品がある…酒まん、とんがらし汁 

　・昔からある地元のものを PR したらどうか。 

　→昔からいなべ市にあるものに光るものがあるので、もう一度見つめなおして特産

品に！ 

◆いなべの魅力…戦国時代等の史跡巡りを教育委員会と協力して、「いなべロマン」

をテーマに観光コースにしたらどうか。 

◆市内の祭り…細かい小さな祭りやイベントが町別ばらばらなので、ポータルサイト

で一目でわかるようにする。 

◆海外の観光客に言語のできる人材を活用・育成（通訳ガイド）、海外向けのパンフレ

ットをつくる。 

◆自然を生かし、スポーツ等のキャンプ地への勧誘など。ナショナルチームのキャン

プ地にするとか...障がい者スポーツも。 

◆公共交通を充実させること 

◆市内のイベントを一括して掲示する。（行けずに終わったということがなくなる） 

◆食べて、飲んで、泊まれる所がない。 

 


